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研究シーズ概要 

近年、死亡事故における漫然運転や過労運転の割合は漸減もしくは増加傾向にあ

る。自動車の運転支援機能として警報音を用いた覚醒度低下警告では、煩わしさな

どの影響を生じる懸念がある。そのため、ドライバーが運転中常に聴いているエン

ジン音や環境音に音像変化を付加することで、ドライバーが驚きにくく、覚醒度は

警報音と同等な「優しい覚醒度向上」効果が得られる。 

なお、実験結果をシステム化した特許を出願済(特願 2021-167894)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.供試音提示前後の眠気の変化量   図 2.供試音提示前後の心拍数の変化 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

人間工学に基づいた企業様のニーズに沿うシステムの開発提案、ワンオフシステム

の設計製作、実験室内での実験検証、企業様の実証実験における助言 

◆電子回路およびプログラムの設計製作 

◆3D CADソフトウェアと 3Dプリンタ(積層型、光造形型)による部品製作 

◆簡易ドライビングシミュレータによる人間工学実験検証 

◆企業様の実証実験における実験デザインおよび実験倫理に関する助言 

用途・効果 

・市場 

◆用途：ドライバーの居眠り検知システムと組み合わせた覚醒度向上機能 

◆効果：聴覚情報に対して違和感を与えることによる覚醒度の一時的向上 

◆市場：長距離輸送機械(トラック、バス等)、喫茶店等の BGMへの適用、等 

研究者の 

業績等 

【論文】 

伊藤一也,”エンジン音の音像変化による覚醒度向上効果の検証”, 人間工学 

Vol.57 No.5, pp.284–287（2021）. 

【実績】 

◆大学見本市 2024 出展 
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